マ ザーボー ドの 
セツトアップ 


マザーボードや LSI Logic ディスクアレイコント□-ラの S モデルに標準装徹のチップに搭載されている 
Basic Input Output System (BIOS) の設定ち法やユーティリティの操作ちまについて説巧します。また、 
B の S の設走値などをクリアずる手順についても説明していまず。 

ストリーミングサーバを導人したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説 S 月ずる内容を 
よく理解して、正しく設走してください。 


システム团 0S -SETUP- (一 178ぺージ） . 専用のユーティリティを使った B の S の設を方ま 

について説 B 月しています。また、ストリーミング 
サーバの CMOS 内部に保をされているパラメータ 
のクリアち法やストリーミングサーバ内部のアド 
レスや割り込みの設定について説明しています。 

SCSI BIOS 〜5ご5156おな~(一213ぺージ） . マザーボード上の SCSI コント□ーラの設定を 

変更するユーティリティの使用ち法について説巧 
します。 


ディスクアレイコンフィグレーシヨン 

〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜い222ぺージ） ..DS モデルに標準装備の LSI Logic ディスクアレイ 

コント□-ラおよびディスクアレイシステムを構 
築する本体内蔵の八 ー ドディスクに対する詳細な 
設定方法について説明しまず。 
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システム BIOS 〜 SETUP 〜 


SETUP はストリーミングサーバの基本八ードウエアの設をを巧うためのユーティリティツールでず。この 
ユーティリティはストリーミングサーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、 
専用のユーティリティなどがな<てち実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時にストリーミングサーバにとって最も標準で最適な状態に設定して 
いまずのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説 B 月ずるような場合 
などあ要に応じて使用してください。 

n-O • SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）が行ってください。 

胃3 • SETUP では、パスワードを設定ずることびでをまず。バスワードには、 
「 SupervisorJ と ruserj の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変更ができまず。 「 Supervisor 」 の 
パスワードが設定されている場合、 rUserJ レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる垣目が限6れまず。 

• 0 S ( オペレーティングシステム）をインス I -ールずる前にパスワードを設定しないで 

ぐださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー） がありまず。これ5の項目は、出荷時の 
設定 1 U がの帽(パラメータ）に変更しないでください。これ6の項目の帽を変更ずると、 
装置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、装置が故障ずるおそれがありまず。 

• ストリー S ングヴーバには、最新のパ’ージョンの SETUP ユーティリティがインス! 
ルされていまず。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合びありま 
ず。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い 
含わせてください。 
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次の手順に従って、 SETUP を起動しまず。 

1 . サーバの電源を ON にする。 

画面に□ゴが表示されます ( SETUP の設赶こよっては POST の画面が表示されることがあります。 
この場合は、手順3に進んでください）。 

2. しばらくずると次のメッセージが画面下に表示されます。 

パターン 1* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


パターン 2* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
パクーン 3 ぉ： 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F1> to resume, <F2> to Setup, <F12> to Network 

パ ター ンが： 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F1> to resume, <F2> Setup, く F4> Service Partition, <F12> Network 
* 装置の状態によって、メッセージの内容は異なります。 

3. く F 2> キーを押ず。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

以前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している塌含には、パスワードを入力ずる 
画面が表示される場合がありまず。その際には設定したパスワードを入力してください。 

パスワードの入力は、3回まで行えまず。3◎とも誤ったパスワードを入力すると、ストリーミン 
グサーバは動作を停止します（これより先の操作を巧えません)。電源を OFF にしてください。 

■ I ： パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設まや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


丰ーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


設定項目 


サブメニューが 
あることを示す 


選択している項目 
の説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの機能説明 


カーソルキー ct 、 い 

力ーソルキ ー（ 卜、一) 
<— >キ ー /<十>キー 

く Enter> キー 
く Esc> キー 
<F 1>キー 


<F9> 丰一 
<F10> キー 


画面に表示されている項目を選択しまず。文字の表示が反転している項目が現在選択 
されています。 

Main や Advanced、Security. Server、Boot. Exit などのメニューを選がします。 
選択している項目の値（パラメー女）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」が 
ついているもの）を選択している塌合、このキーは無劾です。 

選択したパラメー女のま定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻リます。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこの丰一を押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。く Esc> キーを押すと、元の画面に戻りま 
ず。 

現在表示している項目のパラメークをデフォルトのパラメークに戻します（出荷時の設定 
と異なる塌合があります)。 

SETUP の設を内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の 
設定例を示します。 

に SMPRO 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

「 Server 」 イ Thermal な ensor 」 イ Enabled 」 

に SMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由でストリーミングサーバの電源 
を制御ずる 

「 Server 」 一「 AC-LINKJ-^r StayOff 」 

「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan 」 イ Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
(" Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って 0 FF 1 こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにずる 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC-LINKJ-^r StayOff 」 


起動関連 


ストリーミングサーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」^ 起動順库を設走する 

POST の実巧内容を表示ずる 

「 Advanced 」 イ Boot-time Diagnostic Screen 」 イ Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Es にキーを押しても表示させることができます。 

HW コンソールか5制御ずる 

rSe 「\/ e「」--rConsole Redirection 」- ►それぞれの設定をする 
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CPU 関連 


CPU が縮退した場合に POST をいったん停止ずる 

「 Advanced _ H 「 Memo 「 y / P 「 ocesso「Error 
「HalU (停止） 

搭載している CPU の状態を確認ずる 

fMainJ^rProcessor Settings 」^ 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上の 
ソケットの位置はち國のように対応しています。 



CPU のエラー情報をクリアずる 

「 Main 」 一 「Processor SettingsJ^fProcessor Retest 」^ rYes _ H リブートずるとクリア 
される 


メモ U 関連 


メモリが縮退した場合に POST をいつたん停止ずる 

「 Advanced 」 イ Memory/Processor Error 」 イ Halt 」 
(停止） 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced 」 イ Memory Configuration 」^ 表示を 
お認ずる 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード 
上のソケットの位置はち図のように対応しています。 

メモ U ( DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced 」 イ Memory Configuration 」 イ Memory 
Retest 」^「 Yes _ H リブートするとクリアされる 


DIMM Group #3 




BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

[" Security 」 一 rSet Supervisor Password 」^ パスワードを入力する 

管理者パスワ ー ド ( Supervisor ） 、 ユーザ ー パスワード （ User ) の順に設定:します。 

POWER / S に EP スイッチの機能を有効/無効にずる 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （無効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 イ Disabled 」 (有効） 

I — "〇 「Power Switch InhibitJ を！ " Enabled 」 に設定ずると POWER / SLEEP スイッチによる 

ON / OFF 操作に加え、「強制電源 0 FF (3 已ぺージ参照)」も機能しなくなりまず。 





































































セキュアモードを設定ずる 

(" Security 」 一 ！" Secure Mode 」-^ それぞれを設定する 


か巧けデバイス関連 


が付けデバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 n /0 Device Configuration 」 一それぞれのデパイスに対して設定をずる 


内蔵デバイス関連 


ストリーミングサーバ内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデパイスに対して設定をずる 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（巧蔵デバイスの取り付け/取りがしの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 また I ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 まに 1ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定を出荷時の設定にもどず 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defadts 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類の六ニューがありまず。 

♦ Main メニュ ー 

♦ Advanced メニユ ー 

♦ Security ニュー 

♦ Server メニユ ー 
♦ 目00 1 メニュ ー 

♦ Exit メニュ ー 


このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定が 
できまず。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメーク、化荷時の設定 
を説明をしまず。 


Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」が 
ついているメニューは、選択してく Erit : er > キーを押すとサブメニューが表示されまず。 


Phoenix BlOb Setup Utility 1 


system I'ime: 

而 19:201 

Svstem Date: 

口 2/24/2001] 

Legacy Floppy A: 

[1.44/1.25 MB 3.51 

Legacy Floppy B; 

[Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

► Primary IDE Master 

[None] 

► Primary IDE Slave 

[None] 

► Secondary IDE Master 

[Auto] 

► Secondary IDE Slave 

[None] 

> Processor Settings 

Language: 

[English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をしまず。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をしまず。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2 MB 5.2 己 II 

720 Kb 3.5" 

[1.44/1.25 MB 3.5"] 
2.88 MB 3.5" 

フ□ッピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設ををしまず。通常は「1.44/ 1.2 己 MB 3.5"」 
にしてください。 

Legacy Floppy B 

四 sabled ] 

1.2 MB 5.25" 

720 Kb 3.5" 

1.44/1.25 MB 3.5" 
2.88 MB 3.511 

フ□ッピーディスクドライブ巳の設ををしま 
す。本装置ではドライブ己をサポートしてい 
ないので 「 Disabled 」 じしてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち含わせを行い 
まず。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部，設をを変更できる I 頁目がありますが， 

化荷時の設をのままじしておいて<ださい。 

Language 

忙 nglish ( US )] 
French 

German 

Spanish 

Italian 

Setup で表示ずる言語を表示します 0 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニュ ー TTProcessor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 じ設定:すると CPU エラー情報をクリア 
します。巧障した CPU を交換したときは、 
エラー情報をクリアしてください。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載している CPU のク□、ソクスピードを表示 
します(表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 

Pro が ssor S CPUID 

撒値 

[ Disabled ] 

Not Installed 

数値の場合は、プ□セ、ソサの ID を表示しま 
ず。この場合は、プ□セ、ソサは正常に動作し 
ていまず。 「 Disabled 」 の場合は、プ□セ、ソサ 
の故障 、 「Not Installed 」 の場合は、プ□セッ 
サが取り付けられていないことを示しまず 
(表示のみ）。 

Processor 1 L 2 Cache Size 
Processor 2 L 2 Cache Size 

— 

搭載している CPU の L 2 キャッシュサイズを 
表示しまず（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

有効 ( Enabled ) じ設をずると、 ACPI モード 
(こおいて Hyper-Threading Technology を 
使用します。この場合、 Hyper-Threading 
Technology をサポートしている 0 S では、 

プ□セ、ソサの数が実際に搭載されている数の 
倍の表示になりまず。 


]： 出荷時の設定 





















Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前 I こ「 ► 」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが 
表示されます。 



> Memory Con 行 duration 

> PCI Configuration 

^ I/O Device Configuraion 

> Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen: [Disabled] 

Reset Configuration Data: [No] 

NumLock: [Off] 

Memory/ProcessM' Error [Boot] 


FI Hdp t i Select Item -/+ ChangeValues F9 S 加 pD ホ山 ts 

Esc Exit < ► Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FlO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


II 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 じ設をすると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここでく Esc > 
キーを巧すと POST の実行画面(こ切り替わり 
まず。） 

「Console Redirection 」 が設をされた場合は 
無条件に 「 Enabled 」 じ設をされます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設をします。装置の起動後にこのパラメーク 
は 「 No 」 じ切り替わりまず。 

NumLock 

On 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を 


[ Off ] 

設定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST を実行中、 CPU またはメモリのエラー 


Halt 

が発生した際に POST の終わりで POST を 
いったん停止ずるかどうかを設ちしまず。 

に erver ] メニューの [POST Error Pause ] が 
「 Enabled 」 の場合でも、この項目が 「 Boot 」 に 
設定されているときじは、 CPU または;><モリ 
のエラーが発生した際に POST の終わりで 
停止しません 0 


[]： 出荷時の設定 


Item Specific Hdp 


Memory Reconfiquration 
Menu. 


マザ—ボ—ドのセットアップ 


187 


















Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択ずると、以下の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #3 Status 

Normal 

Not Installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付け6れてい 
ないことを示します(表示のみ）。 

画面に表示されている DIMM Group 番号[こ対 
するマザーボード上の DIMM ソケットじつい 
ては、182ページを参照してください。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 じ設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアしまず。巧障した （「 Error 」 と表示され 
た）メモリを交換したときは、エラー情報を 
クリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every-Location 

[ Disabled ] 

メモリのテストを実施ずるかどうかを設定し 
まず。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能を有効じするた 
めには 「 Enabled 」 に設定ずる必要がありま 
す。オンラインスペアメモリ機能については 
309ページを参照してください。 


]： 出荷時の設定 




















PCI Configuration 

Advanced ^ — zl—TTPCI Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されまず。 
それぞれを選択するとサブメニューが表示されまず。 




F1 Help T i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < ► Select Menu Enter Select k- Sub-Menu FIO Save and Exit 


— Embedded SCSI 


II 目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンポード上の SCSI コント□ーラの有効/無 
交力を設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの巨 IOS の 
展開の有効/無効を設ちずるサブメニューを 
表示しまず。 


[]： 出荷時の設定 


— Embedded N に （Dual Gbit ) 


項目 

パラメータ 

説 明 

LAN Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有タカ/無 
交力を設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 IOS の 
展開の有効/無効を設ちずるサブメニューを 
表示しまず。 


[]： 出荷時の設定 


— Embedded Video Controller 


II 目 

パラメータ 

説 明 

VGA Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有交力/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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- Internal PC ! Slot、PCI Slot 1 - PCI Slot 4 


項目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

(こ借載されている BIOS の有効/無効を設をし 
ます。グラフィックスアクセラレータボード 
およびディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付ける際にはそのス□、ソトをに nabled 」 

(こ設定:してください。 


[]： 出荷時の設定 


M-O • DS モデルの PCI #2 Slot に標準で搭載されている LSI Lo 旨 ic ディスクアレイコント 
B 重3 □—ラの ROM 展開は Disabled にしないでください。 

• ネットワークブートをずる必要がない場合は、 PCI し AN 力ードを搭載したス□ットの 
ROM 展開を Disabled にしてくだをい。 

• 0 S をブートずる SCSI コント□—ラやディスクアレイコント□—ラを搭載した PCI 
SlotW 州こ SCSI コント□—ラやディスクアレイコント□—ラを搭載ずる場合は、該当 
ずる Slot の ROM 展開を必ず Disabled に設定してください （ SCSI 力ードやディスク 
アレイコント□—ラの設定をずる場合を除く）。 Enabled のまま使用ずると POST が 
進まなくなる場合がありまず。 
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I/O Device Configuration 

Advanced メニュ ー ITI/O Device Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示され 
ます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


I/O Device Configuration 

Item Specific Help 

Serial port 1: 

Basel/0 address: 

印。 

Configure serial port 1 
using options: 

Interrupt: 

Serial port 2: 

Basel/0 address: 

[IRQ 4] 

[Enabled] 

口 F8] 

[Disabled] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[E nabled] 

Legacy USB Support 

[Disabled] 

User configuration 

PS/2 Mouse 

[Enabled] 

[Auto] 



BIOS or OS chooses 
configuration 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


n-O 害！!り込みやべース I / O アドレスが他と重複しないようにま意してください。設定した値が 
他のリソースで使用されている場合は黄色の r * j が表示されまず。黄色の r * j が表示され 
ている項目は設定し直してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート 1 の有効/無効を設定しまず。 

Base I/O Address 

に F 引 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート1が有効 (「 Enabled 」 または 
「 Auto 」） の場合ベースアドレスおよび割り 
込みを設ちします。シリアルポート1が 
「 Disabled 」 の時には表示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

Serial Port 2 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート2の有効/無効を設定します。 

Base I/O Address 

3 F 8 
に F 引 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート2が有効 (「 Enabled 」 または 
「 Auto 」） の攝合ベースアドレスおよび割り 
込みを設定します。シリアルポート2が 
「 Disabled 」 の時には表示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 目を正まにサポートしていない 0 S でも 

US 巨キーボードが使用できるようじずるか 
どうかを設をしまず。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マウスの有タカ/無効を設をします。 


]: 出荷時の設定 














Advanced Chipset Control 


Advanced メニュ ー iTAdvanced Chipset Control 」 を選択ずると、次の画面か表示されま 
ず。 



項目については次の表を参照してください C 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/お効を設定しまず。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定しまず。 

Wake On RTC 

[ Disabled ] 

Enabled 

RTC アラームによるリモートパワーオン禮能 
の有効/無効を設定しまず。 


]: 化荷時の設定 
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PCI Device 

Advanced メニユーの 「Advanced Chipset Control 」 で 「 P 口 Device 」 を選択すると、下の 
画面が表示されまず。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Device 

Item Specific Help 

PCI IRQ line L 

[Auto Select] 

PCI device can use 

PCI IRQ line2: 

[Auto Select] 

hardware interrupts 

PCI IRQ line4: 

[Auto Select] 

called IRQs. 

PCI IRQ lines ： 

[Auto Select] 


PCI IRQ line7: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 压 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 史 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 10: [AutoSelect] 


PCI IRQ line U 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 12 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 17 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 18 

[Auto Select] 


PCI IRQ line21 

[Auto Select] 


PCI IRQ line22 

[Auto Select] 


PCI IRQ line23 

[Auto Select] 



FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defeults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select k Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI IRQ line 1, 2 

PCI IRQ line 4, 5 

PCI IRQ line 7 -に 

PCI IRQ line 17,18 

PCI IRQ line 21-32 

Disabled 
[Auto Select ] 

3 

4 

5 

7 

9 

10 

11 

14 

15 

PCI パスじある割り込み信号をどの IRQ 
リク エス トに割り当てるかを設定しまず。 


[]： 化荷時の設定 
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S 白 curity 

力ーソルを rSecurity 」 の位置 I こ移動させると、 Security メニューが表示されまず。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password を登錄して 
いるときのみ選択できる。 




Item Specific Help 

Usa* Password Is: 

Clear 


Supervisor Password Is 

Clear 


Set User Password 

[E nter] 

Superviosor Password 

Set Supervisor Password 


controls access to the 



setup utility. 

丄 Password on boot: 

'Fixed disk boot sector: 

[Disabled] 

[Normal] 



Secure ModeTimer: 

[2 hr] 



Hot Key に TRL4ALT+): 

[L] 



Secure Mode Boot: 

[Disabled] 



Video Blanking 

[Disabled] 



Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


PowK Switeh Inhibit: 

[Disabled] 



F1 Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select >■ Sub-Menu 


F9 Setup Dexults 
F10 Previous Value 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter > キーを押す 
と W 下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password 」 を選択したときの 
画面です）。 


ここでパスワードの設定を巧います。パスヮ- 
ボードから直接人力します。 


ドは7女字 W 内の英数字および記号で丰~ 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 
Supervisor Password Is 
Set User Password 
Set Supervisor Password 


Clear 
Clear 
[E nter] 


Passwwd on boot: 
Fixed disk boot seel 


['imar 

L4AL. 


Secure ModeTir 
Hot Key (CTRLH 
Secure Mode Boot: 
Video Blanking 


Set Supervisor Password 


Confirm New Pa: 


IS5WOI 

isswo 


Item Specific Help 


Superviosor Password 
ccKitrds access to the 
setup utility. 


Floppy Write Protect: 


Power Switch Inhibit: 


[Disabled] 


[Disabled] 


FI Help 
Esc Exit 


い Select Item 
< ► Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select > Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 
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— »0 • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password ! を設定していないと設定できませ 

B 重3 ん。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問い合わせぐださい。 

各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

く Enter 〉 キーを巧すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
ず。あらかじめに upervisor Password ] を 
設をしておかないと設をできません。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの奠数字 

< Ente 「> キーを押ずとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になりまず。このパスワード 
でずベての SETUP メニュー(こアクセスで吉 
まず。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設をできまず。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時にパスワードの入力を行う/巧わな 
いの設定をしまず。先[こスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要がありまず。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定:されてい 
て、このオプションが無効の場合は 、 BIOS 
はユーザがブートしていると半！!断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

[邮 rite protect ] [こ設定ずると、八ードドラ 
イブの boot sector を書き込み禁止に設定ず 
ることによりウィルスから保護します。 

Secure Mode Timer 

2 min 
已 min 

10 min 

20 min 

1 hr 
に hr ] 

キーボードやマウスからの人力が途絶えて 
から Secure Mode に入るまでの時間を設を 
します。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 

ず。く Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら 
設定した丰一を押ずと Secure Mode が起動 
しまず。なお、設定できるキーは" L " と" Z " 
のみです。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ストリーミングサーパの起動時に Secure 
Mode で起動させるかどうかを設をします。 
[ Enabled ] (こ設をすると POST 中(こ Secure 
m 日 de に入りまず。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode に入った時にモニク画面を 
非表示にするかどうか設をしまず。 
Supervisor パスワードと User パスワードの 
両方が設をされている場含に有効 
(二 Enabled ) になりまず。 


<夕ぺージへ続く> 

















項目 

パラメータ 

説 明 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□ッピーディスクド 
ライブにセットしたフ □、ソ ピーディスクへの 
書き込みを許可するか禁止ずるかを設ちしま 
ず。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

P 0 机 ER/SLEEP スイ、ソチ機能の有効/無効 
を設走しまず。に nabled ] に設定ずると、 
POWER/SLEEP スイッチで電源を OFF でき 
なくなります離制電源 OFF (35 ぺージ参照） 

わ含む)。 

また、 P 0 附 ER/SLEEP スイッチを押しても 
省電カモードへ移行できません。 


[]: 出荷時の設定 


Secure Mode につし、て 

Secure Mode は、ューザーパスワードを持つ利用者 J : ふホからのアクセスを制御するモー 
ドです。 Secure Mode を解除ずるまで POWER/SLEEP スイ、ソチ、 RESET スイ、ソチ、お 
よびキーボード、マウスは機能しません。 Secure Mode 中、サーバのキーボード上のラ 
ンプが ScrolLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅しまず。 

Secure Mode の状態にあるサーバを通常の状態 I こ戻ずには、キーボードからューザー 
パスワードを入力してください。 
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S 白 rv 白广 

力ーソルを 「 Server 」 の位置 I こ移動させると、 Server ;^ ニューが表示されます。 


Server メニユーで設定できる項目とぞの機能を示します 。 ["System Management 」 と 
「Console Redirection 」 は選択後、く Ente にキーを押してサブメニューを表示させてから 
設をします。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


► System Manaqem«it 


Item Specific Help 

12 

Additional setup 
menu to change 

► Console Redirection 

Service Partiti (Hi Type: 

> Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

server management 

features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

FRB-2 Policy 

[Disabled BSP] 


Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 

[5 Minutes] 

[Retry 3 times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[1 リ 


Post Error Pause 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[La な State] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ ChangeValues 
Enter Select ^ Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FlO Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Service Partition Type 

— 

サービスパーティションのタイプを表示しま 
ず。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

[ Enabled ] (こ設をずると、 PCI パスパリティ 
エラー ( PERR ) 檢化を有効にし、エラー発生 
時には NMI として通巧されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

[ Enabled ] (こ設をずると、 PCI パスシステム 
エラー ( SERR ) 横化を有効にし、エラー発生 
時には NMI として通おされます。 

FRB -2 Policy 

Disable FR 目三 Timer 
[Disable BSP ] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 

目 SP で FRB -2 エラーが発生した塌合、プ日 
セ、ソサを [ Disabled ] じするかしないかを設を 
しまず。 


[]： 化巧時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動時のブート監視機能クイマの有効/無劾 
を設をしまず。 [ Disabled ] W 外を選択する 
と、タイマが有効じなります。 

なお、この機能を使用ずる塌合は、 
ESMPRO / ServerAgent をインス I ルして 
ください。 ESMPRO / ServerAgent をインス 
トールしていない OS か6起動ずる場含に 
は、この機能を無効にしてください。 
ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 [ Disabled ] にしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視機能を有効にした場合に表示され 
まず。ブート監視時にタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設ちしまず。 

[Retry 3 times ] じ設定ずるとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 0 S ブート 
を3◎までリトライします。3回目にブート 
を失敗ずると、サービスパーティションか6 
プートを試みまず。 

[Retry Service 巨 00 1] に設走ずるとタイム 
アウト発生後[こシステムをリセットし 、 OS 
ブートを3回までリトライします。その後、 
サービスパーティションか6のブートを3回 
試みます。 

[Always Reset ] に設をずるとクイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 0 S ブート 
のリトライを繰り返しまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設ちしま 
ず。 

BMC IRQ 

Disabled 

已 

10 

[11] 

巨 MC 割り込みの IRQ を設をしまず。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止ずる 
かどうかを設定:しまず。なお、 CPU またはメ 
モリのエラーが発生した際に POST の終わり 
で POST をいったん停止するかどうか(こつい 
ては、 「 Advanced 」 メニューの 「 Memory / 
Processor Error 」 の設を(こよります。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのストリーミングサーバの 
電源のが態を設ちしまず(下表参照)。 


[]: 出荷時の設定 
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「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFFl こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を下表に示しまず D 


AC 電源 OFF の前の状態 

snf み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 ( DC 電源も Of 愤とき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF - 

Off 

Off 

On 


POWER/SLEEP スイ、ソチを4秒(上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 


n-O 本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS か5の電源供給と連動（リンク) 
させるために本設定を 「Power On 」 に変更してください。 
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System Management 

Servers ニュー TTSystem Management 」 を選択してく Ente 「> キーを押ずと、以下の画面が 
表示されます。 

「 Phoenix BIOS Setup Utility I 



項目(こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

- 

システム BIOS のバージョンを表示しまず。 

Board Part # 

- 

マザーボードの情報を表示しまず。 

Board Serial # 

- 

System Part # 

- 

システムの情報を表示します。 

System Serial # 

- 

Chassis Pa け甘 

- 

匿体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

- 

BMC Device ID 

— 

巨 MC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 

- 

BMC Firmware Rev 

- 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレピジョンを表示し 
まず。 

PIA Rev . 

- 

円 A のレビジョンを表示します(表示のみ）。 


[]: 化荷時の設定 


マザ—ボ—ドのセットアップ 


201 




























Console Redirection 


Server メニュ ー TTConsole Redirection 」 を選択してく Enter > キーを押ずと、下の画面が 
表示されます。 


Pho«iix BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

[Disabled] 

If enabled, it will 

ACPI Redirection Port: 

[Disabled] 

use a port on the 
mother boad. 

Baud Rate: 

Flow Control: 

[19.2k] 


[CTS/RTS] 


ConsoleType: 

[VTlOOf] 


Remote Console Reset: 

[Disabled] 



FI Help t ^ Select Item -/+ Change Valu 苗 F9 Sebjp Defaults 

Esc Exit ， - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port 1 

Serial Port 2 

コンソールリダイレクションで使用する I/O 
ポートのアドレス/割り込みを設ちしまず。 
「Serial Port りまたは 「Serial Port 2」を選択 
すると、 Advanced メニューの I/O Device 
Configurati 日 n「Serial 戶日け U、「Serial Po 門 
2」で選択されているアドレス/割り込みを 
使用しまず。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port 1 

Serial Port 2 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続ずる I/O 
ポートのアドレス/割り込みを設ちしまず。 
「Serial Port 1」または 「Serial Port 之」を選択 
すると、 Advanced メニューの I/O Device 
Configurati 日 n「Serial 戶日け U、「Serial Po 門 
2」で選択されているアドレス/割り込みを 
使巧します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

38.4k 

57.6k 

115.2k 

連続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用ずるポーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS+CD 

フ□一制御の方まを設をしまず。 

Console Type 

PC ANSI 

[VT100+] 

VT-UTF8 

コンソールのタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

リモートコンソールか6のリセツトの有タカ/ 
無効を設をします。 
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Event Lo 呂 Configuration 


Server 六ニュ ー iTEvent Log Configuration 」 を選択しく Ente 「> キーを押ずと、 J : JrF の画面 
が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


E vait Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear Event Log: [Press Enter] 

The system evwt log 
will be cleared if sdecting 
■Yes". 


FI Help t I Sdectltmi -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ， 、 Sdect Menu Enter Select ► Sub-Menu FlO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


II 目 

パラメータ 

説 明 

Clear Event Log 

— 

<Enter> キーを押し、 「 Yes 」 を選択するとシ 
ステムイベント □ グが初期化されまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 



ストリーミングサーバは起動時にこのメニューで設をした順番にデバイスをサーチし、起動 
ソフトウエアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/< i >キー、<+>キー/<一>キーでブートデバイスの優先順位を変更できまず。 
各デバイスの位置へ< t >キー/< i >キーで移動させ、<十>キー/<一>キーで優先順位を 
変更できます。 

I n-O EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順扭こ設定してください。 













Exit 

力ーソルを Exit の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューの各オプションについてじ(下に説明します。 



E xit Savi naC hanoes 

Exit Discarding Changes 

Load Setup Defaulte 

Load Custom Defaults [Enter] 

Save Custom Defaulte [Enter] 

Discard Changes 

Save Changes 


FI Help 下 i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FlO Previous Value 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保ちして S 口 UP を終わらせる時に、 
この項目を選択しまず 。 Save Change & Exit を選択ずると、確認の画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選択ずると新たに選択した内容を CMOS 内に保ちして SETUP を終了し、 
ストリーミングサーバは自動的 I こシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 r 丫 es 」 を選択ずると変更した内容を CM 日 S 坏揮発性^モリ）内に保存せずに SETUP 
を終了しまず。 SETUP の内容を変更している場合には磕認メッセージが表示されまず。 
ここで、「 N0 」を選択ずると、変更した内容を保存しないで Setup を終わらせることができま 
ず。 「 Yes 」 を選択ずると変更した内容を CMOS 閒こ保存して SETUP を終了し、ストリーミン 
グサーバは自動的 I こシステムを再起動しまず。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト值祉荷時の設定） I こ戻したい時に、この項目を選択しま 
ず 。 Load Setup Defaults を選択ずると、磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択ずると、デフォルト値に戻りまず。 「 No 」 を選択ずると Exit メニューの 
画面し戾ります。 


Item Specific Help 


Exit System Setup and 
save your changes to 
CMOS. 


マザ—ボ—ドのセットアップ 


20已 











Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 

S 口 UP にてパラメータ変更中 I こに ustom Defaults ] を一時的 I こ CMOS に保をする場合、 
Save Custom Default を選択しまず。また CMOS に保存してある [Custom Defaults ] の値 
を□—ドする場合は 、 Load Custom Default を選択します。 


Discard Changes 

新たに CM 日 S に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します 。 Load Previous Values を選択すると植認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 W 前の値に戻ります。 「 No 」 を選択ずると Exit メニューの画面 
に戻ります。 


Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保をする時に、 
この項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択ずると CMOS 坏揮発性メモリ）内に保をします。 「 No 」 を選択すると 
Exit メニューの画面に戻ります。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 


割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。 
オプシヨンを増設ずるときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出!荷時では、次のように割り当てられています。 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出!荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当て6れています。割り込みの 
設定は，己の S セットアップメニューに ETUP 」 で変更できます。詳しくは194ぺージを 
参照してください。 


メニユー頂目 

割り込み 

PCI IRQ line 1 

オンボード SCSI (チャネル A) 

PCI IRQ line 2 

オンボード SCSI (チャネル巨） 

PCI IRQ line 3 

未使用 

PCI IRQ line 4 

オンボード LAN INT A 

PCI IRQ line 5 

オンボー PGA 

PCI IRQ line 6 

未使用 

PCI IRQ line 7 

オンボード LAN 1 NT 巨 

PCI IRQ line 8 

SCI 

PCI IRQ line 9 

PCI ス□ッ h#4(INT A) 

PCI IRQ line 10 

PCU □、ソト #4(INT 巨） 

PCI IRQ line 11 

PCU □、ソト #4(INT C) 

PCI IRQ line 12 

PCU □、ソト #4(INT D) 

PCI IRQ line 13 

未使用 

PCI IRQ line 14 

未使巧 

PCI IRQ line 15 

未使巧 

PCI IRQ line 16 

未使巧 

PCI IRQ line 17 

PCI ス□、ソト #UINT A) 

PCI IRQ line 18 

PCI ス□、ソト #UINT 巨） 

PCI IRQ line 19 

未使用 

PCI IRQ line 20 

未使用 


<夕ぺ_ジへ続く > 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI (BMC IRQ) 

3 

シリアルポート 2(PCI) 

11 

巨 MCIRQ/PCI/ISA 

4 

シリアルポート1 (PCI) 

12 

マウス 

己 

PCI (BMC IRQ) 

13 

数値'演算プ□セ’ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE(CD-R0M ドライブ） 
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メニュー項目 

割り & み 

PCI IRQ line 21 

インターナル PCI ス□、ソ ト （INT A ) 

PCI IRQ line 22 

インターナル PCI ス □、ソ ト （ INT 巨） 

PCI IRQ line 23 

PCI ス日ッ ト#1 (INT C ) 、インクーナル PCI ス□、ソト （INT C ) 

PCI IRQ line 24 

PCI ス□、ソ ト#1 (INT D ) 、インクーナル PCI ス□ット （INT D ) 

PCI IRQ line 25 

PCU □、ソ ト把 （INT A ) 

PCI IRQ line 26 

PCU □、ソ h #2 (INT B ) 

PCI IRQ line 27 

PCU □、ソ ト把 （INT C ) 

PCI IRQ line 28 

PCU □ッ ト #2 (IMT D ) 

PCI IRQ line 29 

PCU □ッ ト #3 (IMT A ) 

PCI IRQ line 30 

PCU □ッ ト #3 (IMT 巨） 

PCI IRQ line 31 

PCU □、ソ h #3 (INT C ) 

PCI IRQ line 32 

PCU □、ソ h #3 (INT D ) 


1/ 日ポートアドレス 

ストリーミングサーバでは、 I / O ポートアドレスを次のように割り当てていまず。 


アドレス 

使用チップ 

00-1 F 
20-21 
2 E -2 F 
40-43 

60 

61 

64 

70 - 71 
80-8 F 

92 

AO-AT 
CO-DF 

FO 
102 
170 - 177 
1 F 0 - 1 F 7 
278 - 27 F 
2 F 8 - 2 FF 
376 
370 - 377 
378 - 37 F 
犯4 -犯己 
3 BC - 3 BE 
3 C 0-3 CF 
3 D 4 - 3 D 己 
3 F 6 
3 F 0 - 3 F 7 
3 F 8 - 3 FF 

40巨 
4 D 0 
4 D 1 
4 D 6 
580- 58 C 

8ビット DMA コント□—ルレジスタ 
マスクー8259プ□グラミングインタフェース 
コンフィグレーション 

8之54プ□グラミングインタフェース 
キーボード/マウス 

NMI ステータスレジスタ 
キーボード/マウス 

NMI イネーブルレジスタ/リアルタイムク□ック 

1目ビ、ソト DMA コント□—ルレジスタ 
ポート92レジス女 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

DMA コント□ーラページレジスな 
レジスタ IRQ 13 

VGA 

セカンダリ IDE コマンドブ□ックレジス女 
プライマリ IDE コマンドブ□ックレジスタ 
(パラレルポート 3) 

シリアルポート2 

セカンダリ IDE コマンドブ□ックレジスタ 
(フ □、ソ ピーディスクドライブ2)、 IDE 2 
(パラレルポート之） 

VGA 

(パラレルポート 1) 

VGA 

VGA 

プライマリ IDE コント□—ルブ□ックレジスク 
フ□ッピーディスクドライブ1、 IDE 1 
シリアルポート1 

DMA 1 拡張ライトモードレジスタ 
マスター8259 ELCR プ□グラミング 
スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

DMA 2 拡張ライトモードレジスタ 

SMBus 10レジスタ 
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<夕ぺ_ジへ続く > 




















アドレス 

使用チップ 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングベクタレジスタ 

C 14 

PCI エラーステー女スレジスタ 

C 49 

アドレス/ステークスコント□ール 

C 4 A 

立ち上がり時間 (Rise Time ) カウンターコント□-ル 

C 50 

CM インデックスレジスタ 

C 51 

CM データレジスタ 

C 己2 

況用レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジス女 

C 6 F 

その他コント□ールレジスタ 

CA 2- CA 3 

IPMIOPMI KCS インタフェース） 

CA 4- CA 5 

IPMKSMI インタフ X - ス） 

CA 6- CA 7 

IPMI ( SCI / SW 1 インクフェース） 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフィグレーシヨンスぺース 

CF 9 

リセ、ソ トコント□ール 

F 己0 - F 58 

ミ凡用チップセット 

巨 AR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*11 目進数で表記しています。 

で PCI デパイスの I / O ポートアドレスは PCI デパイスの種類节数によって任意に設をされまず。 
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CMOS • パスワードのクリア 


ストリーミングサーバ自身が持つセットアップユーテイリテイ 「 SETUP 」 では、ストリーミ 
ングサーバ内部のデータを第兰者から1呆畫するために独自のパスワードを設定することがで 
きまず。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは，ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができまず。 

また、ストリーミングサーバの CMOS に保をされている内容をクリアする場合も同様の手順 
で行います。 



CMOS の内容をク U アずると SETUP の設定内容びずべて出荷時の設定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS のクリアはマザーボード上のジャンパスイッチを操作して巧いまず。 
それぞれの内容をクリアするち法を次に示します。 



國 

国 


®0 
A A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守6ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれびありまず。詳しくは、 
m ページむ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解*修理-改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A0 

A A 


A を意 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま巧り付けない 

• 指を巧まない 

• 局温ま意 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 
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1 . 現在のパラメータ値をメモずる。 

2. ストリーミングサーバの電源を OFF じして、電源コードをコンセントから抜く。 

3. ストリーミングサーバをラックから引き化ず。 

4. 8章を参照してトップカバーを取り外す。 

己. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

w-oira 

• ストリーミングヴーバのジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使用してくだ 
をい。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。ストリー S ングサーバの故障や誤動作の 
原因となりまず。 

• クリップをなくさないようミ主意してください。 

ジャンパスイッチは下図の位置にありまず。 



• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設を） 

• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアずる 

之つのピンをオープン： CMOS の内容を保護ずる（化荷時の設定） 

6. ストリーミングサーバを元どおりに組み立てて P 0 邮 ER / SLEEP スイッチを押す。 

7. 巨 IOS の SETUP ユーティリティを起動して、手順 1 で控えたパラメータ値に戻す。 
パスワードをクリアした場含は、必要に応じてパスワードを設定し直してください。 
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庄変更した内容を保をして SETUP を終了する。 

9. ストリーミングサーバの電源、を OFF じして、電源コードをコンセントか6巧く。 
10 . ジャンパスイッチの設をを元に戻した後、ちう一を電源を ON じして設をし直ず 

•L 回 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。そのイ也のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 ピン11 

ピンに 
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SCSI BIOS 


~SCSI Se/ect~ 


rSCSISe / ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□ーラ（またはオプションボード 
上の SCSI コント□-ラ）じ対してを種設をを行うためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスク 
などを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することができます。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用途 


SCSlSefcc 任ーティリティは、主に接続される SCSI 磯器の転送速度の設定を巧う場合记.巧 
インチデバイスベイに搭載したデバイス(八ードディスクを除く)や外がけ DAT 、 MO などの 
バックアップデバイス(八ードディスクを除く）を接続ずる場合）に使用しまず。 

n-O SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーティリティを起動し 
て設定しなければなりません。ストリーミングサーパ巧には SCSI コント□ーラが1つ搭載 
されていまず。 

オプションの SCSI コント□ーラボードを増設した場合は、ストリーミングヴーバ內蔵の 
SCSI コント□—ラに加え、増設した枚数分の SCSI コントローラの設定が必要でず。ま 
た、設定を変更ずるために使用ずるユーティリティも異なる場合がありまず。 
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マザーボード巧蔵のコント□—ラに巧する設定 


ストリーミングサーバのマザーボードに搭載されている SCSI コント□ーラに対する設定の 
変更方法について説明しまず。 

n-O スト IJ — ミングサーバには、最新の八’ージョンの SCSI Se おがユーテイリテイがインストー 
5^ ルされていまず。このため設定画面が本書で説明している内客と異なる場合がありまず。 

本書と異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に 
問い合わせてください。 


起動 

SCSISetec 打ーティリティの起動から終了までの方法を次に示しまず。 

1 . ストリーミングサーバの電源を ON にずる。 

POST 実行中の画面の逮中で次のメッセージを表示します。 

I p-Oira 

搭載している SCSI コント□—ラの数だけ表示されまず。 


Adaptec HostRAID BIOS BUILD 4.XX.XX 
(c) 2003 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <Ctrl> <A> for SCSISelect{TM) Utility! kkk 


吕.く Ctrl > キーを 押しな がらく A > キーを 押ず。 

SCSlSe / ec 口■—ティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示しまず 0 

3. 力ーソルキーを使って rBus : De \/ ice 」 ボックス内のチヤネルを選択してく Ente 「> キーを押ず。 


AIC-7902 A at slot 00 03 : 04 : 00 


AIC-7902 B at slot 00 03 : 04 : 01 


マザーボードの SCSI コント□ーラにはチャネルが 2 つあります。チャネル A (03:04:00) は Ultra 
320 SCSI 〕 ネクク（外部 SCSKWide )〕 ネクク風を、チャネル目 （03:04:01) は Ult 「 a 32 日 SCSI 
コネクク（内蔵八ードディスクまたはオプションの 3.5 インチデバイス用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示しまず。 


214 












4. オプションからメニューを選択して < Enter > キーを押ず。 


Options 


Configure/ View SCSI Controller Settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチャネル)やチャネルじ接統されているデバイスに対して設をしたいときは、 
rConfigure/View Host Adapter Se な ings 」 を選択します。 

選択したチャネルじ接続された八ードディスクのフォーマツト节ベリファイ、およびチャネル(こ 
接続されたデパイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容については W 降の説明を参照してください。 

Configure/View Host Adapter Settings 

設定ずるチャネルを選択後に表示される 「 Options 」^ ニュー TTConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択ずると画面が表示されます。 

- ConCguration - 

SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Controller ID .7 

SCSI Controller Parity.Enabled 

SCSI Controller Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Configuration.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration.Press<Enter> 

HostRAID.Disabled 


<F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 
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パラメータの詳細 


ストリーミングサーバに内蔵の SCSI コント□-ラの設定を変更する SCSI 施/ ec 己ーティリ 
ティには、次のようなメニューとパラメータがありまず。ここでの説明を参照して最適な 
状態に設定してください。オプションの SCSI コント□-ラおよび SCSI コント□ーラに接続 
した SCSI 装置に対する設をについては、「オプションボードのコント□—ラに対する設定」 
を参照してください。 


SCSI Bus Interface Definitions 

「SCSI Bus Interface Definitions 」 にある 3 つの項目は、キーボードの力ーソルレ i >キー/ 
< I ' >キー）で項目を違択してか6、 < Ente 「> キーを押して変更ずる項目をまをします。パラ 
メータの達択は力ーソル (< i >キー/< ^ >キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜 [7 卜巧 

「7」( こ設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してくだきい。 

SCSI Controller Termination 

Automatic 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の自動/有効/無効を設定しま 
ず。 「 Enabled 」 (こ設定してください。 


[]： 出荷時の設定 


Additional Options 


「Additional Options 」 にある4つの項目はキーボードの力ーソルレ i >キー/<个 >キー ） で 
項目を達択してから、 < Ente 「> キーを押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブ 
メニューにある項目はキーボードの力ーソル (< i >キー/< t >キー）で項目を違がしてか6、 
< Ente 「> キーを押して変更する項目をまをします。パラメータの達択は力ーソル (< i > キー/ 
< t >キー）を使用しまず。 

• Boot Device Options 

「Boot Device 0 ptions 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> キーを押すと次のような表示じ 
変わりまず。 



_ Boot Device Conriguration_| 

Single Image. 

Master SCSI Controller.AIC-7902 A at slot 00 03:04:00 
























ニュー内の機能とパラ； < ータは次の表のとおりでず。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Master SCSI Controller 


os 巳 oot 可能なデバイスげち続されてい 
るチャネルが遲択されます。設をは変更 
できません。 


[]: 出荷時の設定 


• SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Enten > キーを押すと次のような 
表示に変わります。 

I- SCSI Device Configuration - 1 


SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate [M 巨 / Sec).-- 

■- 320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized . 

-.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS . 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support ■… 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

-.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) --- 

■- 320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized . 

-.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS . 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Discon 打 ec 村 on. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support - … 

--No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりでず。 

I H-O 設定は各 SCSI I □ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を®認してか5設定 

を変更してください。 

追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 
U 川け ies 」 を選巧してください。しばらくすると 、 SCSI ID とがあするデバイスの画面が表示 
されます。詳細については、この後の 「SCSI Disk U 川 ities 」 を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 33.3 

通潮ま「320」に設定してください。（この値 

( MB / Sec ) 

160 20.0 

は接続するオプションじよって変更があ要 


80.0 10.0 

な場合があります。詳しくはオプションじ 


66.6 ASYN 

40.0 

添付の説明書を参照してください。 

Packetized 

[ Yes ] 

パケット化したデータ転送（デュアルトラ 


No 

ンジション ( DT )) 機能を使用し、パスの穗 
働率を最適化ずるかどうかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

SCSI バスの穂働率を向上ずる Quick Arbi - 


No 

tration and Selec わ on ( QAS ) 機能を使用す 
るかどうかを選択しまず。 

Initiate Wide 

[ Yes ] 

接続した SCSI 觸器が机 ide SCSI [こ対応し 

Negotiation 

No 

ているときは 「 Yes 」 じ設をしてください。 
対応していないときは，「 N 0」に設をして 
くた‘さい0 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してくだきい。 

Send Start Unit 

[ Yes ] 

八ードディスクに対して使用ずる場含は 

Command 

No 

「 Yes 」 に設定してください。それ W 外の場 
合は、「 N 0」に設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Yes 

「1\1〇」じ設をして< ださい。 

Support 

[ No ] 


Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してくた‘きい。 


[]: 出荷時の設定 


Advanced Configuration 

「Advanced Configurationjl こ力ーソルを合わせてく Ente 「> キーを押ずと次のような表示 
I こ変わりまず。 


I = Advanced ConKguration 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended Inti3 Translation for DOS Drives > 1 GByte.Enabled 

Post Display Mode .Verbose 

SCSI Controller Int 13 Support.Enabled 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled - 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under Int 13 as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 


メニュー巧の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 

































項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Extended Int 13 

Translation for DOS 

Drives > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Post Display Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

Diagnostic 

「 Verbose 」 に設をしてください。 

SCSI Controller Int 13 
Support 

[ Enabled ] 

Disabled ： NOT Scan 
Disabled ： scan bus 

SCSI 巨 IOS の有効/無効を設ちしまず。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 じ設をして 

ください。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスク t (外のコント□ーラ配下 
じ接続した八ードディスクから 0 S を 
巨 oot する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保ずる目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□ー ラの己 IOS を 「 Disabled 」 
じすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定:してください。 

Support Removable 

Disks under Int 13 as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプションは A に- 79 XX 日の S じよリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 


• HostRAID 

HostRAID では、有効 （ Enabled ) と無効の isabled ) の設定ができまず。化荷時は 
「 Disabled 」 に設定されています。 HostRAID を使用ずる場合は有劾 ( Enabled ) 1こずる必要 
があります。詳細は 、 「HostRAID SCSISete が Utility 操作説明書」を参照してください。 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk Utilities は逞択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクの場合は，ディスクの□—レベル 
フォーマツトやベリファイを実巧することもできまず。 

設定するチャネルを違択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されまず。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


スキャン後 > 次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


Select SCSI Disk and press <£nter>- 


SCSI ID #0 
SCSI ID #1 
SCSI ID #2 
SCSI ID #3 
SCSI ID #4 
SCSI ID #5 
SCSI ID #6 
SCSI ID #7 
SCSI ID #8 
SCSI ID #9 
SCSI ID #10 
SCSI ID #11 
SCSI ID #12 
SCSI ID #13 
SCSI ID #14 
SCSI ID #15 


No device 
No device 
No device 
No device 
No device 
No device 
No device 
Adaptec AIC-7902 
No device 
No device 
No device 
No device 
No device 
No device 
NEC GEM359 
No device 


この画面でデバイスを選択して < Ente 「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 

違択したデバイスが八ードディスクの場合は> 次のサブメニューを実行ずることができま 
ず。 

• Format: 選択したデバイスを□—レベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


終了 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Es にキーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保をを痛認可るメッセージが表示されま 
す。保をする （ Yes ) か、破棄する （ No ) を選択してください）。 
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ンボードのコント□—ラにがする設定 


オプシヨンの SCSI コント□—ラボードに接続した SCSI 機器に関する設をはオプシヨンの 
SCSI コント□-ラボードに搭載されている SCSI B の S ユーティリティを使います。 
詳しくはオプシヨンの SCSI コント□ーラボードに添付の説 B 月書を参照してください。 


複数の SCSI コント□ー ラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
卜□-ラに対する SCSISe/e なユー ティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI 
コント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 
インターナルドロ^ドロ #1 一 PCI #4- PCI # 2^ PC 1 #3の順に表示されます。オプションに 
よっては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説 
日月書を参照してください。 
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ディスクアレイコンフィ グレーシヨ ン 

〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜 

MegaRAID ® Configuration Utility は、 DS モデルに標準装備の LSI Logic ディスクアレイコント□-ラ 
およびディスクアレイシステムを構築する本体内蔵の八ードディスクに対して詳細な設定-制御をするた 
めのソフトウエアでず。 


使用上の注意 


ユーティリティを使用して正しく本装置のディスクアレイを構築するためにじ(下のことにを 
意してください。 

• 本装置でサポートしている RAID レベルは次の3つです。 

- RAID 1 

ミラーリングでデータを記録しまず。読み込み/書き&みを同時にずるため単体ディ 
スクと比較して若干アクセスまをが劣ります。ディスクは冗長性を持っています。 

- RAID 0 


複数の八ードディスクを1つのディスクとしてあいまず。ずべての八ードディスクに 
対して分散してデータの読み込み/書き込みをするため単体ディスクに比べてアクセ 
スま度が向上します。ただし、ディスクは冗長性を持っていません。 

- RAID 5 

ストライピングにより3台]; J 上の八ードディスクに分散してデータを記録しまず。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクに分散して記録 
されます。ディスクは冗長性を持っていまず。 

• ディスクアレイのアレイ構成を構築•変更した後は> コンフィグレーシヨン情報のバッ 
クアップをとってください。バックアップは 、 Power Console 円 US で作成できます。 
Power Console Plus につし、ては> 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM にあるオンラインド 
キュメント 「Power Console 円 us ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

• ディスクアレイシステムの整合性（コンシステンシ）をを期的にチェックしてください。 
コンシステンシチェックは RAID 已または RAID 1の場合のみでず。コンシステンシチェッ 
クには次の3つの方法がありまず。 

一このユーティリティを使った方ま（この項の説明を参照） 

- 0 S 起動後に〕マンドプ□ンプトか6のスケジュール実行 （「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュア 
ル」またはオプションボードに添付の説明書を参照） 


- Power Console 円 us を使った方ま tEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM にあるオンライ 
ンドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュアル」を参照） 
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• 巧障した八ードディスクを巧をし、正常なディスクの状態に戻ず r リビルド」は、この 
ユーティリティ W 外に Power Console 円 us を使ってもできます CrEXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console 円 us ユーザーズマニュアル」 
を参照)。 

• 八ードディスクベイに r スタンバイディスク」を設定しておくと、八ードディスクが故障 
したときに自動でスタンバイディスクを使ったリビルドが機能します。ただし 、ぁらせ 
じめスタンバイディスクとしての設走が'必要でず（設走する八ードディスクはその他の 
八ードディスクと同じものでなければなりません）。 

• このユーティ リティでは八ードディスクの状態を次のように表示します。 

一 READY ........ 通電状態でコンフィグレーシヨンされる前の状態 

一 ONLIN . 通電巧態で正常に動作でき、パックの一部として構成されている状態 

- HOTSP ........ 适電状態でホ、ソトスペア用ディスク（スタンバイディスク）の状態 

- FAIL . ディスクアレイコント□-ラによって不度ディスクと判断されている状態 

- REBLD ........ リビルド中の状態 

• ユーティリティ起動後に W 下のメッセージが表示された場合は、アレイコント□-ラが正 
常に認識されていません。このような場合は、本装置の電源を一度 OFR こし、アレイコン 
卜□ーラが正しく接続されているかどうかお認してください。正しく接続されていても認 
識されない場合は、お買いホめの販売店または保守サービス会なにご連絡ください。 

MegaRAID BIOS Config Utility(EFI) Verx,xx mmm dd, yyyy Standard Adapter-01 


一 Management Menu — 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


No Adapter Found. 

Press Any Key to Exit. 

Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


• 本書の説明とアレイコント□—ラに添付のユーザーズガイドの説明が異なる場合は、本 
書の説明に従って取りあって < ださい。 


マザ—ボ—ドのセットアップ 


223 






















MegaRAID ® Configuration Utility の起動 


MegaRAID ® Configuration Utility の起動方法を J : 又下に示します。ユーティリティはディス 
クアレイコント□—ラの BIOS に格納されており 、 Power On Self - Test ( POST ) 中に起動し 
まず。 


1. 周辺磯器、ストリーミングサーバの電源を ON [こする。 

2. ディスプレイ装置に表示される POST 中の画面で、 W 下のメッセージが表示されたら、 
く CTRL>+<M> キーを押す。 


LSI MegaRAID SCSI 320 BIOS Ver x.xx MMM DD，YYYY 

Copyright(c) LSI Logic Corp. 

HA-x (Bus X Dev XX) MegaRAID SCSI 320-1 
Standard FW xxx DRAM=64MB(SDRAM) 

X Logical Drives found on the Host Adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 

Press <Ctrl><M> to Run MegaRAID Configuration Utility 

or Press <Ctri><H> for WebBIOS 


4 /^ く Ctrl><H> が点減しまずが、く CTRL>+<H> キーは押さないでください。 で一 、誤って押し 
た塌合は、 POST 終了後に、 WebBIOS が起動しまず。附 ebBIOS 起動後、画面ち上の 
に ont 「 ol-M] をクリ、ソクしてくだきい。 MegaRAID® Configuration Utility が起動します。 


MegaRAID ® Configuration Utility が起動し、た i 下の 「 TOP メニユ ー （Management Menu ) 画面」 
が表示されまず。 

MegaRAID ⑥ Configuration Utility TOP メニュ ー （Management Menu ) 画面 


MegaRAID BIOS Config Utilitv(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Standard : Adapter-01 


— Management Menu — 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 
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I チェック I 


ディスクアレイコント□ーラを換後に POST 画面に W 下のような表示をする場合がありま 
す。これはディスクアレイコント日ーラと八ードディスクにコンフィグレーション情報がを 
在し、異なっている塌合に W 下のメッセージが表示されまず。 POST 画面の表示に従って 
<A> キーを押して MegaRAID Configuration Utility を起動し、八ードディスクの〕ンフィ 
グレーシヨン情報の保存/磕誦を行つてください。 


X Logical Drives found on the HOST Adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS. 

Configuration of NVRAM and drives mismatch(Normal mismatch) 

Run View/Add Configuration option of Config Utility 
Press <Ctrl><H> for WebBIOS Or 

Press A Key to Run Configuration Utility Or <Alt><F10> to Continue 


また、ディスクアレイコント□-ラにコンフィグレーションが存在しない場合は自動的に 
八ードディスクのコンフィグレーション情報をディスクアレイコント□-ラに保存しまず。 
POST 画面の表示は通常の表示と同じでず。 


MegaRAID ⑧ Configuration Utility の終了 


MegaRAID ® Configuration Utility の終了方法を]: JTR こ示しまず。 

1 . MegaRAID® Configuration Utility の TOP メニュー でく ESC> キーを 押ず。 
確認のメ、ソセージが表示されます。 

2. [Yes] を選択ずる。 

3. 次のようなメッセージが表示されたら、く CTRL>+ く ALT>+ く DE レキーを押ず。 


Please Press Ctrl-Alt-Del to REBOOT the system. 


ストリーミングサーバが再起動しまず。 
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メニユ—ツ IJ — 


Meg 日 RAID ® Configuration Utility の設定一覧を]:又下 1 こ示します。 

◊:違択-実行 パラメー タ •：設を パラメー タ •：情報表示 

♦ : □ジカルドライブ生成後設を(変更)可能 ホ：実巧不可 


メニュ - 


説明 


ぐ Configure 

ふ Easy Confiauration 
◊New Configuration 
◊ View/Add Confiauration 
ぐ Clear Configuration 
ク Specify Bootable Logical Drive 

>lnitialize 


: Configuration 設定:を行う 

: Configuration の設を（固定:値使用） 

: Configuration の新規設を _ 

: Configuration の追加設を、表示 
: Configuration のクリア 
: Boot するロジカルドライブを選択する 

:ロジカルドライブ初期化 


Objects 

I 

ぐ Adapter 


な Clear Configuration 

ネ 1 

•FlexRAID PowerFail 


ホ Memory Type 


•Fast Initialization 

キ 2 

ホ Disk Spin up Timing 

本 3 

东 Chip Set Type 


•Cache Flush Timing 

キ 4 

参 Rebuild Rate 

ホ己 

•Alarm Control 

本目 


OOther Adapter Information 


FW Support 
FWVer 
BIOS Ver 
DRAM 

Adapter Type 


ク Factory Default 
• Disable ( Enable ) BIOS 
•Emulation 
参 Auto Rebuild 


• Initiator ID 

^Multiple PCI Delayed Trans 
> Force Boot 
^Coercion Algorithm 


本 7 
*8 
本 9 


各種設を 

ディスクアレイコントローラ設を 

Confiauration のクリア 
リビルド時電源断再起動、続行の設を 
キャッシュ情部 
高速イニシャライズの設を 
ハードディスクの Spin - up の設定： 
Chipset 情報 

Cache Flush タイミングの設定： 

Rebuild Rate の設定； 

アラーム音 ( ON / OFF ) 設定： 

ボード情都表示 （ FW バージョンイ也） 

FW 種類 
FW バージョン 
BK ) S バージョン 
メモリ容量 
ボードシリーズ No . 

デフォルト値に設定 
B に S Enabled / Disabled 詰を 
制御モード設を 

才ートリビルド Enabled / Disabled 設定： 
Initiator ID No . の表示 


*10 : PCI バスブリツジの設定： 

*11 :コンフイグレーシヨン情報 ( HDD ) の強制設定 

本 12 


④⑥ 
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® ⑥ 


メニュ ー 


説明 


ぐ Logical Drive 
ム Logical Drive 


Oinitiahze 

◊Check Consistency 
◊View/Update Parameters 

I 

- RAID 
- SIZE 
• Stripe Size 
♦v^Write Policy 
♦v^Read Policy 
♦v^Cache Policy 
♦v^FlexRAID Virtual Sizing 


• #Stripes 

• State 

ぐ Physical Drive Selection Menu 

<^Rebuild 
◊Format 


な Make Online 
OFail Drive 
◊Make HotSwap 
ク View Drive Information 

I 

• Device Type 

• Capacity 

• Vender ID 

• Product ID 

• Revision 

• SCSI Standard 

• Media Errors 

• Other Errors 

♦Synchronous Negotiation 
•SCSI Command Q Tarring 


◊Channel 

ふ Channels 

I 

•Termination State 
•Enable Auto Termination 
参 SCSI Transfer rate 


:ロジカルドライブ操作 

:ロジカルドライブの還巧（複数ロジカルドライブが存在) 

ロジカルドライブの初期化 
ロジカルドライブの冗長性チェック 
ロジカルドライブ情報表示 

: RAID レベルの表示 

:ロジカルドライブの容量表示 

:ストライプサイズの表示 

: Write モードの設を 

: Read モードの設を 

:キャッシュモードの設を 

:バーチャルサイジングの Enabled/Disabled 設を 

健） 「 Enabled 」 に設定しないでください。 

:ストライプサイズの表示 
:ロジカルドライブのが態表示 

:物理ドライブの選巧 

:リビルドの実行 _ 

:口ーレベルフォーマツトの実わ 

(ミま）使用しないでください。 

:ディスクをオンラインにする 
:ディスクをオフラインにする 
:才ートリビルド用スタンバイディスクに設を 
:ハードディスク情幸目の表示 

デバイスの種類 
容量 

ベンダを 

型番 

レビジョン 
が応 SCSI 

メディア エラー 発生数 
その他 エラー 発生数 


*13 : SCSI 同期設を 

*14 : SCSI Command Q Tarring の設定： 

: SCSI チャネルの設を 

:チャネル選択（複数チャネルが存在している時のみ） 

*15 :終端設を 
*16 :自動終端設を 
*17 :転送速度の設を 


み⑥ 
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® ⑥ 

メニュ ー 


ぐ Battery Information 


• Backup Module 

• Battery Pack 

• Temperature 

• Voltage 

• Fast Charging 

• No of Cycles 


ク Reset Battery Charge Counter 


ク Format 


ORebuild 

ク Check Consistency 
OSelect Adapter 


説明 

:バッテリ情報 

:バッテリのモジユールの有無 
:バッテリの有無 
:温度状態 
:電圧状態 
: FAST 充電状況 
:充電回数の表示 

:充電回数のクリア 

:口ーレベルフオーマット 

(注）使用しないでください。 

:リビルドの実行 

:ロジカルドライブの冗長性チエック 
:ディスクアレイ コン トローラの選が 
(コン トローラ1枚実装の時は表示されなし、) 
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MegaRAID Configuration Utility の各種設定値を]:尸 R こ示します。 


No . 

設定 パラメータ 

出荷時設定 

設定変更 


FlexRAID PowerFail 

Enabled 

不可 

が 

Fast Initialization 

On 

巧 

が 

Disk Spin-up Timing 

え disks every 6 secs 

不可 

ホ4 

Cache Flush Timing 

Every 4 seconds 

不可 

ホ己 

Rebuild Rate 

30% 

巧 

が 

Alarm Control 

Disabled Alarm 

不可 

が 

Disable(Enable) BIOS 

Enabled 

(表示： Disable BIOS) 

不可 

*8 

Emulation 

MASS Storage 

不可 

が 

Auto Rebuild 

Enabled 

不可 

ホ TO 

Multiple PCI Delayed Trans 

Enabled 

不可 

ホり 

Force Boot 

Off 

不可 

本に 

Coercion Algorithm 

None 

不可 

ホ13 

Synchronous Negotiation 

Enabled 

不可 

ホ M 

SCSI Command Q Tagging 

Enhanced QTAG Scheduling 

不可 

ホ 巧 

Termination State 

Enabled 

不可 

ホ16 

Enable Auto Termination 

No 

不可 

ホ17 

SCSI Transfer rate 

320M 

不可 


出荷設定変更について 

じ(下の項目は、設定を変更することができます。設をを変更したい場合は、各説明じ 
従って設をしてください。 

が Fast Initialization : 設定值 「 On 」 を推奨しまず。 「 On 」 設定ではディスクの先頭領 

域のみ Initialize を行います。 

* 曰 Rebuild Rate : 設定値「3096」を推奨しまず。 

n-O • Disable ( Enabled ) BIC ] S の設定の表示にごを意ください。表示は、変更ずる設定値 
(現在の設定値の反巧)を表示しまず。 

「 Enabled 」 設定時： Disable BIOS を表示 

「 Disbaled 」 設定時： Enable 日 lOS を表示 

• 「Factory Defau け」実行時は設定値が変更になりまず 。 factory Default 」 実行後は 
各パラメータの再設定を巧ってください。 

• Me 邑 aRAID ® Configuration Utility のパ‘ージョンによつては 、 「Factory Default 」 
の設定値が変更される場合がありまず 。 「Factory Defau け」実巧後は备パラメータの 
設定を確認してください。 

• 「Factory Defau け」実行後、ストリーミングサーパの再起動が必要でず。 
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MegaRAID® Configuration Utility 操作手順 


ここでは、 MegaRAID ® Configuration Utility の操作手順について説明します。 

Configuration の新規作成/追加作成 

Configuration の新規作成/追力□作成の流れを W 下に示しまず。 



1. MegaRAID® Configuration Utility を起動ずる。 

2. TOP メニュ ー(Management Menu) より、 「Configure」 一 「New Configuration」 を選択ずる。 
追が]作成の場合は、 「View/add Configuration」 を選択します。 



• 「New Confi 居 uration 」 で Confi 邑 uration を作成の場合、既存の Confi 邑 uration 情報が 
クリアされまず。既存の Confi 邑 uration 情報に追加作成の場合は、 「 View/add 
Confi 径 urationj を選択してください。 

• 「Eazy Confi 色 uration 」 では、 RAID10/RAID 己 0 の作成、□ジカルドライブ容量の設定 
ができません 。 「New Confi 居 urationj か 「 View/Add Confi 居 uration 」 で作成してくだ 
さい。 

3. 確認のメ、ソセージ (Proceed?) が表示されるので、 「Yes」 を選択ずる。 
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SCAN DEVICE が開始され（画面下にスキャンの情報が表示されます）、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECT MENU 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクじカーソルを合わせ、く SPACE> キーを押ず。 

八ードディスクが選択され、選択した八ードディスクの表示が READY か 60NUN じなり、 
"Axx-xx" が点減しまず。 

I - New Configuration - ARRAY SELECT MENU - 



5. 八ードディスクの選択が完了したら、 <Enter> キーを押す。 

)\_ ドディスクの選択が磕をし、 Axx-xx" の点減が止まりまず。 
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6 . く F10> キーを押して □ ジカルドライブの作成を巧う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されます ( 下図は、 HDD3 台、 RAID5 を例に示しています)。 


- Logical Drive Conngured - 

LD RAID Size #S tripes StrpSz Drive-State 
1 5 xxxxMB 3 128KB OPTIMAL 


I — Logical Drives Configured —! 
RAID = 5 
Size = xxxxMB 
Advanced Menu 
Accept 
Span = NO 


Advanced 


StripeSize =128 KB 
Wnle PoUcy = WRTHRU 
Read Policy = NORMAL 
Cache Policy = DirectIO 


7. 力ーソルキーで、 「 RAID 」、 rSizeJ,「Advanced Menu 」 を選択し、く Ente 「 > キーを押す。 

選択したい項目を確定 : させ、各値を設走しまず。 「 Advanced 」 を選択ずると、 「 AcK/anced 」 画面 
が表示されまず。 

それぞれの項目の詳細な設をについては、ホページを参照してください。 

8. ずべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Ente 「 > キーを押ず。 

□ ジカルドライブが生成され 、 [Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライブが表示され 
ます。 

日. □ ジカルドライブを生成した 6 、く ESC> 丰一を押して画面をあけ、 「 SaveConfigura わ on ?」 画面 
まで戻り、 「 Yes 」 を選択ずる。 

Configuration がセープされまず。 

10. Configuration のセーブ完了メッセージが表示された 6 、く ESC> キーで TOP メニュー画面まで戻 
る。 

11. TOP メニュー画面より robjec お」一 「Logical DriveJ^rView/Update Parameters 」 を選択して 
□ ジカルドライブの情報を磕認する。 

「Write Policy」、「Read Policy」、「Cache Policy 」 の設定値は変更が巧能でず。 

p-Ol^ 

• ここで必ず 、 「^FlexRAID Virtual Sizin 邑 J が！ " DISA 巨 LEDJ に設定されていることを 
確認してぐださい。 

• ENABLED 」 に設定しないでください。 

• バーチャルサイジング機能は、仮想的な大きいサイズのディスク客量をオペレーティング 
システムに見せているため、使用方法を誤ると、オペレーティングシステムのインストール 
やディスク領域の確保ができません。 

12. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択ずる。 

「Logical Drives 」 画面が表示きれまず。 

13. Initialize を巧う □ ジカルドライブをく SPACE> キーを押して選択ずる。 

く F2> キーを押ずと、表示されているすべての □ ジカルドライブが選択されます。 


232 



















14. □ ジカルドライブを選択したら、く F10> キーを押して Initialize を行う。 

実巧確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずると Initialize が実行されまず。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメーク表示が 10096[ こなった 6 、 Initialize は完了でず。 
く ESC> キーで TOP メニューまで戻って、 MegaRAID® Configuration Utility を終了してください。 

ここでは 、 [Logical Drives Configured 」 画面の設定項目 I こついて説明します。 


• RAID 

RAID レベルの設定を巧いまず。次の表を参照して設定してください。 


パラメータ 

偏考 

0 

- 

1 

- 

己 

- 


パックを組んだ八 ー ドディスクの数によって、選択可能な RAID レベルが変わりまず。 
また、 RAID 10、 RAID 己0は、 RA 1 DK RA 1 D 5 の 「 SPAN 二 YES 」 で作成します(言羊系田な手川頁 
については、この後の 「 SPAN の設定方法」を参照してください）。 

• Size 

□ジカルドライブのサイズを指をしまず。アレイコント□ーラ1枚で最大40個の□ジカ 
ルドライブが作成できます。 

• Advanced Menu 

ストライプサイズ 、 Write Policy、Read Policy などの設定:を巧いまず。 

— StripeSize 

ストライプサイズの設定を行います。次の表を参照して設定してください。 


パラメータ 

備考 

2 

- 

4 

- 

8 

- 

16 

- 

32 

- 

64 

- 

128 

デフオルト表示、推奨設定値 


— Write Policy 


Write Policy の設定を巧います。次の表を参照して設定してください。 


パラメータ 

備考 

WRTHRU 

ライトスルー、デフォルト表示 

WRBACK 

ライトバック、己 BU 実装時は推奨設定値 
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— Read Policy 

Read Policy の設をを巧いまず。次の表を参照して設定してください。 


パラメータ 

備考 

NORMAL 

巧読みを巧わない、デフォルト表示、推奨設定帽 

READHEAD 

先読みを巧う 

ADAPTIVE 

2 回連続して継続したセクタに対してアクセスを行った攝含、 

先読みを行う 


— Cache Policy 

Cache Policy の設定を行います。次の表を参照して設定してください。 


バ ラメータ 

備考 

Cached 10 

読み込んだデータをメモリに バッファ する 

Direct 10 

デフォルト表示、推奨設定値 


— Span 


Span 設定を巧いまず。 


バ ラメータ 

備考 

CANSPAN 

SPAN 二 YES 

N0SPAN 

SPAN 二 N0 


パックを組んだ八ードディスクの構成が SPAN 設を可能な場合はデフォルトで 「 YES 」 
が表示されます。また、 SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組 W 上の同一 
パックを作成します ( RAID 10、 RAID 50 作成時：詳細な手順はこの後の 「S P A N の 
設定方法」を参照して < ださい）。 


RAID10 の場合 


RAID5C1 の場合 


の 


RAID 10 < 


RAID り 


RAID い 


ID 


0 

■ ONLINA 01-01 

0 

■ ONLINA 01-01 



1 

■ ONLINA 01-02 

1 

■ ONLINA 01-02 


■ RAID 5 ] 

2 

■ ONLINA 02-01 

2 

■ ONLINA 01-03 

. 


3 

■ ONLINA 02-02 

3 

■ ONLINA 02-01 



4 


4 

■ ONLINA 02-02 


- RAID 5 J 

5 


5 

■ ONLINA 02-03 



6 


6 




RAID50 
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マニュアルリビルド 

マニュアルリビルド実行の流れを W 下に示しまず。 



1 . 八ードディスクをさあし > ストリーミングサーバを起動させる。 

2. MegaRAID® Configuration Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

下のような 「Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 
I - Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECT MENU - 



4. 「 FAIL 」 じなっている八ードディスクじ力ーソルを含わせ、く SPACE> キーで選択ずる。 

複数の八ードディスクを選択することができまず（同時リビルド）。 

八ードディスクが選択されると、 「 FAIL 」 の表示が点ミ減します。 

日 . 八ードディスクの選択が完了したら、 <F10> キーを押してリビルドを実ちする。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートしまず。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が 10 日％になったらリビルド完了 
でず。 

く ESC> キーで TOP メニューまで戻って、 MegaRAID® Configuration Utility を終了し、ストリー 
ミングサーパを再起動してください。 
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ホットスペアの設定 

ホ、ソトスペアの設定の流れを以下に示します。 



1 . ホットスペア用の八ードディスクを実装し，ストリーミングサーバを起動させる。 

吕. MegaRAID ® Configuration Utility を起動ずる。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選がずる。 

た rF のような 「Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MEMU 」 画面が表示されまず。 

I - Objects - PHYSICAL DRIVES SELECT MENU - 



4. ホットスペアに設をずる八ードディスク(こ力ーソルを合わせて、く ENTER > キーを押す。 
「Channel X， Target X 」の画面が表示されまず。 

已 . 「Make HotSpare 」 を還択ずる。 

確認の画面が表示されます。 

6.「 Yes 」 を選択ずる。 

八ードディスクの表示が、 「 HOTSP 」 に蛮要されまず。 
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7. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って、 MegaRAID Configuration Utility を終了させる。 
I - Objects - PHYSICAL DRIVES SELECT MENU - 

ID 
0 
1 
2 

3 

4 

5 

6 


• ホ、ソトスペアの設定:を取り消ずには、 「 Objects 」 一 「Physical DhveJ^fFail Drive 」 を 

I 于エック] 进択します。 

• ホットスペア用八ードディスクが權数（同一容量）ある塌合は、 CH 番号/ ID 番号が 
ルさい八ードディスクから順にリビルドが実施されまず。 


Channel - 1 


■ ONLINA 01-01 

■ ONLINA 01-02 

■ ONLINA 01-03 

■ HOTSP 
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Consistency Check 

Consistency Check の実巧の流れを J ： i 下に示します 。 Consistency Check をスケジユール 
設定: I こついては、 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM 内の 「Power Console 円 us ユーザーズマ 
ニュアル」を参照してください。 



1. MegaRAID ® Configuration Utility を起動ずる。 

吕. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択ずる。 

「Logical Drives 」 の画面が表示されまず。 

3. Consistency Check を巧う□ジカルドライブじ力ーソルを合わせ、スぺース丰一を押す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

また、く F 2> キーを押すと、表示されているすべての□ジカルドライプが選択されまず。 

4. □ジカルドライプを選択したら、 < F 10> キーを押して 、 Consistency Check を行う。 

確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずると Consistency Check が実行されまず。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメーク表示が10日％[こなったら 、 Consistency Check は 
完了です。 

已.く ESC > キーで TOP メニューまで戻って、 MegaRAID ® Configuration Utility を終了させる。 

11-0 コンフイグレーシヨンの作成を巧った時は、必ず 、 Consistency Check を実行してくだ 

さい。 
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SPAN の設定 


以下に、 RAID 1 および、 RAID 日の SPAN 設定 ( RAID 1 日、 RAID 50) 手順を説明します。 

RAID10 

八ードディスク4台を接続した場合を例に手順を説明します （ RAID 1の2スパン設定)。 


1 . Configuration 実行画面を表示ずる。 

TOP 画面から、 「 Configure 」 一 「New C 日 nfiguration 」 を選択ずると、以下の画面が表示されま 
ず。 Chamel -1 の;ニュー画面で、 ID 二0の場所に力ーソルが表示されます。 


MegaRAID BIOS Config Utility (40- Ld ) Verx,xx mmm dd , yyyy yyyyy Standard Adapter -01 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

0 


Channel -1 


I [READY 


I READY 


■ READY 


■ READY 


I RROC 


Ch -1 ID -0 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 


SPACE - Sel , ENTER - EndA 打 ay , FlO - Configure , F 2- Drv . Info , F 3 -Logical 
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2. ID =0/1 を選択する。 

スぺースキーを押ずと、 ID =0 は rOMLIN A 01-01」 に表示が蛮わり、「八01-01」は点減表示じなり 
まず（カーソルは、 ID 二1に自動的に移動）。 

同様に、 ID 二1でもスぺースキーを押します （ rA 01-02」 も点ミ威し、力ーソルは ID 二2に移動）。 

八ードディスク2台 ( ID 二 0/1) を選択したら、 < Ente 「> キーを押し、磕ちしまず (「 AOI -0 1/02」の点 
ミ威が停止しまず)。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx’xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 



Ir 

0 

Fi 

R 

C 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

Channel-1 

0 

■ ONLINAOl-01 


1 

■ ONLINA 日 1-02 




2 

■ : READY 1 




3 

■ READY 


4 



5 



6 

■ RROC 





Ch-1 ID-0 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 


SPACE-Sel, ENTER-EndArray, FlO-Configure, F2-Drv. Info, F3-Logical 


3. ID =2/3 を選択ずる。 

次に、手順2の状態で、 ID 二0/1と同様にスぺースキーを押して ID 二2/3を選択し、く Ente たキーを 
押して磕をします(表示は rOMUNA 02-01/02」 じ変わりまず）。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx’xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 



Ir 

0 

F 

R 

C 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

Channel-1 

0 

■ ONLINAOl-01 


1 

■ ONLINAOl-02 


2 

■ ONLINA02-01 


3 

■ ONLINA02-02 


4 



5 



6 

■ RROC 





Ch-1 ID-0 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 


SPACE-Sel, ENTE 民 - EndA 打 ay, FlO-Configure, F2-Drv. Info, F3-Logical 
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4. □ジカルドライブの設定をずる。 


手順3の状態でく F 10> キーを押すと、下の画面が表示されます。各項目に設定を行ってくださ 
い。さ6に 、 「Advance Menu 」 を選択するとサブメニュ ー rAdvancecU 画面が表示されまず。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


Logical Drives Configured 

LD RAID Size #Stripes Strpsz Drive-State 
1 1 xxxxMB 2 128KB OPTIMAL 


- Logical Drive 01 - 
RAID 二 1 
Size = xxxxMB 
Advanced Menu 
Accept 
Span = Yes 


- Advanced - 

StripeSize= 128KB 
Write Policy = WRTHRU 
Read Policy = NORMAL 
Cache Policy = DirectIO 


Change Stripe Size 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


設定内容は W 下のよう(こなっていまず。 


設定項目 

デフォルト(初期値） 

設定の容 

RAID 

1 

0/1 

Size 

全容量(□ジカルドライブ） 

を容量 

Advanced 

Stripe Size 

128 KB 

2/4/8/16/32/64/128 

机 rite Policy 

WRTHRU 

WRTHRU/WR 己 ACK 

Read Policy 

NORMAL 

NORMAL / READAHEAD / 

ADAPTIVE 

Cache Policy 

Direct 10 

Direct 10 /Cached 10 

Span 

YES 

CANSPAN ( YES )/ 

NOSPAN ( NO ) 


•L 励 


「Logical Drive XX」メニュー画面からサブメニュ ー「Advanced 」画面には、 [Advaned Menu」 
を還巧して <Enter> キーを押すと移ります。また、 「Logical Drive XX」メニュ画面に戻る場合 
は、 <Esc> キーを巧すと戻ります。戻った場含は、力ーソルは 「Accept」 に移動します。 


RAID10 作成時は、ロジカルドライブのサイズは、全容量に設をしてください。 
ドライブのサイズを変更するとスパンが設定できません。 


ロジカル 
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已.設定を確定ずる。 


手順4の設定が終了した5 、 「Logical Drive X 」画面の 「 Accept 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと、設 
定:内容は確をしまず。確をすると 、 「Logical Drive Configured 」 画面の詰当□ジカルドライブは、「緑 
色」(未設を)から r 水色」(設定済み)に変わりまず。磕をの識別は、文字の色で判断してください。 

また、設定!を再度設定!したい場合は、く Esc > キーを押して 、 「Save Configuration ?」 画面で 「 No 」 
を選択して 、 「New Configuration 」 か6やり直してくだきい。 


6 . 設をを保をずる。 

手順5の確をが終了したら、く Esc > 丰一または < Ente 「> キーを押します 。 「Save Configuration ?」 
画面が表示されたら、 「 YES 」 を選択してく Enter > キーを押しまず。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


— Managemer 
Configure 


- Configure - 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 


— Save Configuration? - 
YES 
NO 


Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


Clear Configuration 
Spec り 


LD 

1 


RAID 
1 xxxxMB 


Logical Drives Configured 
Size #Stripes Strpsz Drive-State 
2 128KB OPTIMAL 


Select YES Or NO 


ENTER - Select 
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保存が終了すると以下の画面のようじ保存が完了したメッセージのポップアップが表示されま 
ず。どれかキーを押してください。画面は 「 Configure 」 画面に戻りますので、これで RAID 10 の 
□ジカルドライブの作成は終了です。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


— M 过 nagemer 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


- Configure - 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 
Clear Configuration 
Sped: 


LD 

1 


RAID 
1 xxxxMB 


Logical Drives Configured 
Size #Stripes Strpsz 
2 128KB 


Drive-State 

OPTIMAL 


Configuration is Saved 
Press Any Key To Continue 


Use cursor keys to navigate, ENTER to select an option and ESC to go back 


□ジカルドライプ作成後は、必ず rinitialize 」 およびに heck Consistency 」 を実施してくだ 
さい。 
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RAID 已〇 


八ードディスクを6台を接続した場合を例に手順を説明しまず （ RAID 5 の2スパン設定)。 

1. Configuration 実巧画面を表示ずる。 

TOP 画面から、 「 ConfigureJ^rNew Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されま 
ず。 Channel -1 のメニュー画面で、 ID 二0の場所に力ーソルが表示されます。 

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 
I I - New Configuration - ARRAY SELECTION MENU - I 



Ch-1 ID-0 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 
SPACE-S 吐 ENTER-EndArray, FlO-Configure, F2-Drv. Info, F3-Logical 

2. ID 二 0/1/2 を違択ずる。 

スぺースキーを押すと、 ID =0 は 「0 MUN A 01-01」 に表示が蛮わり、 rA 01-01」 は点滅表示になり 
ます（カーソルは、 ID 二1(こ自動的に移動）。 

同様に、 ID 二1/2でもスぺースキーを押します （ rA 01-02/03」 も点ミ减し、力ーソルは0=3に移動)。 

八ードディスク3台 ( ID 二 0/1/2) を選択したら、く Ente 「> キーを押し、確定しまず（「八01-01/02/ 
03」の点ミ臧が停止します）。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 



Ir 

0 

F 

R 

C 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

0 


Channel- 


I ONLINAOl-01 


I ONLINAOl-02 


I ONLINAOl-03 


I READY 


I READY 


I READY 


I RROC 


Ch-1 ID-3 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 


SPACE-Sel, ENTER-EndArray, FlO-Configure, F2-Drv. Info, F3-Logical 
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3. ID =3/4/5 を選択ずる。 


次に、手順2の状態で、 ID 二0/1/2と同様にスぺースキーを押して ID 二3/4/5を選択し、 < Ente 「> 
キーを押して確をしまず遗示は rONLIN A 02-0 1/02/03」に変わりまず）。 

MegaRAID BIOS Config Utilitv(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

Channel- 1 

0 

■ ONLINAOl-01 


1 

■ ONLINAOl-02 


2 

■ ONLINAOl-03 


3 

■ ONLINA 日 2-01 


4 

■ ONLINA 日 2-02 


5 

■ ONLINA 日 2-03 


6 

■ RROC 





Ch-1 ID-5 DISK xxxxMB VenderlD ProductID 


SPACE-Sel, ENTER-EndArray, FlO-Co 打 figure, F2-Drv. Info, F3-Logical 


4. □ジカルドライブの設定をずる。 

手順3のが態でく F 10> 丰一を押すと、 J ： rF の画面が表示されまず。各項目に設定を行ってくださ 
し、さらじ 、 「Advance Menu 」 を選択するとサブメニュ ー「 AcK / anced 」 画面げ表示されます。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx’xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


Logical Drives Configured 

LD RAID Size #Stripes Strpsz Drive-State 
1 5 xxxxMB 3 128KB OPTIMAL 


- Logical Drive 01 - 
RAID 二 5 
Size = xxxxMB 
Advanced Menu 
Accept 
Span = Yes 


- Advanced - 

StripeSize =128KB 
Write Policy = WRTHRU 
Read Policy = NORMAL 
Cache Policy = DirectlO 


Change Stripe Size 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 
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設定内容は lU 下のようじなつています。 


設定項目 

デフォルト(初期 fii ) 

設定内容 

RAID 

己 

0/5 

Size 

を容量(□ジカルドライブ） 

全容量 

Advanced 

Stripe Size 

に 8 K 巨 

2/4/8/16/32/64/128 

Write Policy 

WRTHRU 

WRTHRU / 邮 R 巨 ACK 

Read Policy 

NORMAL 

NORMAL / READAHEAD / 

ADAPTIVE 

Cache Policy 

Direct 10 

Direct lO/Cached lO 

Span 

YES 

CANSPAN ( YES )/ 

NOSPAN ( NO ) 


•L[S2a 

雜 「Logical Drive XX 」 メニュ ー画面からサブ メニュ ー「 Advanced 」画面には 、 [Advaned Menu 」 
を選巧して < Enter > キーを巧すと移ります。また、「い gical Drive XX 」 メニュ 画面に戻る場合 
は、 < Esc > キーを押すと戻ります。戻った場合は、力ーソルは 「 Accept 」 に移動します。 

• RAID 50 作成時は、ロジカルドライブのサイズは、全容量に設定してください。ロジカルド 
ライブのサイズを変更するとスパンが設をできません。 

已.設定を磕をずる。 

手順4の設をが終了したら 、 「Logical Drive X 」画面の 「 Accept 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと、設 
を内容は確定:します。確をすると 、 「Logical Drives Configured 」 画面の該当□ジカルドライブは、 
「緑色」(未設を)から r 水色」(設を済み)じ変わります。確をの識別は、文字の色で判断して<ださい。 

また、設定:を再度設定:したい場合は、 < Esc > キーを押して 、 「Save Configuration ?」 画面で 「 No 」 
を選択して 、 「New Configura む on 」 か6やり直してください。 

目.設をを保存する。 

手順日の確をが終了した6、く Esc > キーまたは < Ente 「> キーを押します 。 fSave Configuration ?」 
画面が表示されたら、 「 YES 」 を選択してく Enter > キーを押しまず。 


MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


— Managemer 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


- Configure - 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add configuration 
Clear Configuration 
Spec り 


- Save Configuration? - 
YES 
NO 


Logical Drives Configured 
LD RAID Size #Stripes Strpsz 
1 5 xxxxMB 3 128KB 


Drive-State 

OPTIMAL 


Select YES Or NO 


ENTER - Select 
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保存が終了すると以下の画面のようじ保ちが完了したメッセージのポップアップが表示されま 
ず。どれかキーを押してください。画面は 「 Configure 」 画面に戻りますので、これで RAID 1 日の □ 
ジカルドライブの作成は終了です。 

MegaRAID BIOS Config Utilitv(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy yyyyy Standard Adapter-01 


— Managemer 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consistency 


- Configure - 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 
Clear Configuration 
Sped; 


- Logical Drives Configured 

LD RAID Size #Stripes Strpsz 
1 5 xxxxMB 3 128KB 


Drive-State 

OPTIMAL 


Configuration is Saved 
Press Any Key To Continue 


Use cursor keys to navigate, ENTER to select an option and ESC to go back 




□ジカルドライプ作成後は、必ず 「 Initialize 」 およびに heck Consistency 」 を実施してくだ 
をい。 


その他の項目の設定方法 

ここでは、その他の項目の設定方まを示します。 

「Select Adapter 」 

ディスクアレイコント□ーラを複数実装した場合に選択しまず。 

各コンフィグレーシヨンはコント□ーラ単位で巧われます。ディスクアレイコント□ーラの 
Adapter 番号は、搭載する PCI ス□ットによって決をされまず。 


「Clear Conn 呂 uration 」 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 

TOP ^ ニューより、 「 Configure 」 一 「Clear Configuration 」 を選択して 、 「Clear 
Configuration 」 を実巧ずると、ディスクアレイコント□-ラ、八ードディスクのコンフィグ 
レーション情報がクリアされます 。 「Clear Configuration 」 を実行ずると、ディスクアレイ 
コント□ーラのすべてのチヤネルのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
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^ • ディスクアレイコント□-ラと八ードディスクのコンフィグレーション情報が異なる 

五す] 塌合、（ディスクアレイコント□ーラ不具合(こよる交換時と_/外）、ディスクアレイコント 

□ーラのコンフィグレーション情報を選んだとき、コンフィグレーションが正常に行え 
ません。その場合には 、 rClear Configuration 」 を実施し、再度、コンフィグレーショ 
ンを作成してください。 

• □ジカルドライブ単位の削除は 、 MegaRAID Configuration Utility ではできません。 
Power Console 円 us を使用してください。 


「Make Online 」 

Fail 状態の八ードディスクをオンラインにしまず。 

TOP ^ ニューより 、 rObje な s_HrPhysical Drive 」 一八ードディスク選択 ^ 「Make Online 」 
を選択します。 


「Alarm Control 」 

アラームの日 N / OFF 設定、現在鳴っているアラームの停止を巧いまず。 

TOP メ ニュー より、 rObjects 」 ^rAdapte 「 _HrAla「m Control 」 を選択します。 


設定項目 

設定內容 

Disable Alarm 

アラーム OFF 設定 

Enable Alarm 

アラーム ON 設定 

Silence Alarm 

現在鳴っているアラームを停止させます。 

設をは ON 設をのまま。 


「 Battery 」 

バッテリ情報の表示や、充電回数のクリアを行いまず。 
ーバ、ソテリ情報の表示 


TOP メニューより、 r 0 bjec 1: s _ HrBatte「y Information 」 を選択します。 


項目 

表示 

意味 

Backup Module 

PRESENT 

バッテリ接続 

Battery Pack 

PRESENT 

Temperature 

GOOD 

温度正常 

Voltage 

GOOD 

電圧正常 

Fast Charging 

COMPLETED 

つ*て吉居!!^^ 

化巧兀 J 

IN.PROGRESS 

充電中 

No of Cycles 

本ホホ 

充電回数 


一充電回数のクリア 

TOP メ ニューより、 rObjectsJ^rReset Battery Charge Counter 」 を選択しまず。 

磕認メッセージが表示されるので、 「 YES 」 を選択すると充電回数がクリアされます。 

^ パ、ソテリ交換時は充電回数をクリアしてください。バッテリの交換時觀ま、2年または 

充電回数500◎でず。 
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「Rebuild Rate 」 

Rebuild Rate を設定:しまず。 

TOP ;< ニューより、 「 ObjectsJ -^ rAdapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択すると 、 [Rebuild 
Rate 」 を0%〜10096の範囲で設定ずることができます。デフォルト値は獄定推奨値)30% 
です。 

「 A — ドディスク情報」 

J \- ドディスクの情報を確認できます。 

TOP ^ ニューより、 rObjectsJ-^rPhysical Drive 」 一八ードディスク選択一 「View Drive 
Information 」 を選択してください。 

r フォーマット」 

「 Format 」 機能はサポートしていません。 「 Format 」 機能は使用しないでください。 

NEC 製の八ードディスクはフォーマットした状態で化荷していまず。フォーマットの必要 
はありません。フォーマットを実巧ずると、フォーマット完了までに1時闇]:(上かかる場合 
がありまず。フォーマット時間は、ご使用の八ードディスクによって異なります。 
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